
紹
　
介

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
旦
・

（
望
田
幸
男
監
訳
）

マ
ク
レ
ラ
ソ
ド

『
近
代
ド
イ
ツ
の
專
門
職

　
i
宮
吏
・
弁
護
士
・
医
師
・
聖
職
者
・

　
　
教
師
・
技
術
者
一
』

　
本
書
は
十
九
撤
紀
初
頭
の
生
成
期
か
ら
ナ
チ
体

制
下
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
知
的
専
門
職
の
糊

度
化
に
関
す
る
包
括
的
研
究
で
あ
る
。

　
今
日
の
シ
ス
テ
ム
社
会
の
成
立
を
「
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
（
専
門
職
化
）
」
か
ら
分

析
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
社
会
学
に
お
い
て
は

既
に
確
立
し
た
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
研
究
が
英
米
中
心
の
「
自
律
性
を

も
っ
た
」
専
門
職
を
も
っ
ぱ
ら
研
究
対
象
と
し
た

た
め
、
並
家
と
密
接
に
結
び
付
い
た
、
あ
る
い
は

闘
寡
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
保
護
さ
れ
た
専
門
職
と

い
っ
た
「
ド
イ
ツ
型
」
の
存
在
は
例
外
と
し
て
片

付
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
ド
イ
ツ

型
専
門
職
の
在
り
方
は
我
が
国
の
例
を
引
く
ま
で

も
な
く
、
英
米
以
外
の
圧
倒
的
多
く
の
国
で
普
遍

的
な
専
門
職
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
視
点
か
ら
本
書
は
次
の
よ
う
な
問
い
に

一
定
の
解
答
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
専
門
職
が
、
専
門
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
閉
鎖
的
・

自
律
的
な
組
織
と
し
て
実
現
し
た
の
に
対
し
て

「
な
ぜ
ド
イ
ツ
の
専
門
職
は
、
自
分
た
ち
の
組
織
・

国
家
官
僚
・
高
等
教
育
機
関
、
三
本
の
～
定
の
流
動

性
あ
る
相
互
作
用
の
ほ
う
を
望
ん
だ
の
か
」
（
三

五
頁
）
。
　
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
九
世
紀
以
後
の
ド

イ
ツ
史
に
そ
く
し
て
説
明
す
る
こ
と
で
著
者
は
、

近
代
化
と
専
門
職
の
発
展
に
対
す
る
英
米
中
心
的

な
議
論
の
枠
を
修
正
す
る
こ
と
を
臼
指
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
既
に
本
書
の
監
訳
者
に
よ
っ
て

我
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
派

の
ド
イ
ツ
史
論
が
「
ド
イ
ツ
特
有
の
道
」
と
い
う

固
定
観
念
を
釘
書
し
、
む
し
ろ
英
米
以
外
の
後
発

的
な
近
代
化
に
お
い
て
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
を
「
特
殊
」

で
は
な
く
、
む
し
ろ
コ
般
」
と
捉
え
る
立
場
に

案
外
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
章
以
下
、
各

章
ご
と
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
・
一
章
「
十
九
世
紀
初
期
に
お
け
る
近
代
的
専

門
職
へ
の
移
行
」
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
近
代

的
専
門
職
の
発
端
」
（
第
　
節
）
と
、
四
八
年
革

命
か
ら
七
～
年
ド
イ
ツ
統
～
ま
で
の
時
期
の
発
展

（
第
二
節
）
を
扱
っ
て
い
る
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク

ソ
ン
醸
家
と
比
べ
て
、
専
門
職
に
対
す
る
国
家
の

監
督
の
厳
し
さ
の
歴
史
的
源
因
は
、
領
邦
国
家
に

お
け
る
教
会
1
1
国
家
関
係
の
確
立
、
貴
族
の
官
僚

化
、
軍
窮
的
指
向
に
お
け
る
効
率
性
の
追
求
、
市

民
教
育
の
必
要
性
、
と
い
う
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
一
八
四
〇
年
代
の
疇
代
状
況
に
対
す

る
不
満
が
専
門
職
の
組
織
化
の
原
動
力
と
な
っ
た

と
し
て
、
四
八
年
叢
・
命
前
後
の
変
化
を
跡
付
け
て

い
る
。
英
米
モ
デ
ル
の
特
徴
で
あ
る
国
家
か
ら
の

自
律
性
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
組
織
の
全
園
化
が

国
罠
国
家
の
成
立
と
平
行
的
に
進
行
し
た
ド
イ
ツ

で
は
、
自
律
性
を
保
証
す
る
手
段
と
し
て
国
家
と

結
び
付
こ
う
と
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
統
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
専
門
職
の
統

一
」
で
は
、
第
二
帝
政
成
立
か
ら
軍
紀
転
換
期
ま

で
の
発
展
に
お
い
て
「
自
由
専
門
職
」
と
し
て
医

師
・
法
曹
・
技
術
嵩
・
科
学
技
術
春
（
第
～
節
）

を
、
　
「
国
家
公
務
員
職
」
と
し
て
教
師
・
聖
職
者

（
第
二
節
）
を
扱
い
、
第
二
帝
政
下
で
の
資
格
認

定
の
制
度
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
伝
統

的
な
官
僚
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
て
教
育
と
資
格
の

基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
専
門
職
組
織
が
排

他
的
独
占
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
過
程
が

跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
「
専
門
職
の
カ
ル
テ
ル
化
と
団
体
化
の
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介紹

時
代
」
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
ド
イ
ツ
革
命

ま
で
の
熊
踊
を
扱
う
。
こ
の
時
期
に
「
自
幽
専
門

職
」
（
第
一
節
）
で
は
い
っ
そ
う
の
専
門
分
化
が

起
こ
り
、
ま
た
職
能
組
合
モ
デ
ル
を
指
向
し
は
じ

め
、
「
社
会
団
体
主
義
」
へ
適
応
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
専
門
職
集
団
は
「
政
党
を
超
越
す
る
」

国
家
と
心
理
的
に
一
体
化
し
第
一
次
大
戦
で
は
協

力
を
貫
い
た
が
、
戦
中
と
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
は
専

門
職
の
過
剰
と
貧
窮
化
を
馬
丁
の
も
の
と
し
た
、

ま
た
、
弁
護
士
・
裁
判
官
・
高
級
官
吏
・
企
業
管

理
者
な
ど
「
法
学
を
基
礎
と
す
る
専
門
職
」
，
（
第

二
節
）
に
お
い
て
も
、
以
前
は
自
己
同
一
化
の
対

象
と
で
あ
っ
た
国
家
と
の
関
係
が
変
化
し
自
己
の

利
害
を
求
め
る
圧
力
団
体
的
な
組
織
に
発
罰
し
て

い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
ワ
イ
マ
ル
期
の
専
門
職
業
」
で
は
、

急
激
な
社
会
変
動
、
あ
る
い
は
政
治
的
混
乱
の
中

で
専
門
．
職
団
体
が
自
ら
の
資
格
証
明
の
社
会
的
下

落
に
瑠
何
に
対
応
し
た
か
が
跡
付
け
ら
れ
る
。
こ

の
時
期
に
「
独
立
し
た
自
由
専
門
職
」
の
比
率
は

減
少
し
て
ゆ
き
、
公
務
員
や
大
企
業
の
被
雇
用
者

と
な
り
、
医
師
の
大
半
も
保
険
金
庫
や
公
的
病
院

に
依
存
す
る
構
造
的
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。
専

門
職
は
一
般
に
社
会
筑
主
党
な
ど
左
翼
を
敵
挽
し
、

属
家
入
民
党
な
ど
野
党
の
右
翼
政
党
を
支
持
す
る

場
合
が
多
か
っ
た
が
、
ヒ
ト
ラ
…
の
権
力
掌
握
ま

で
ナ
チ
党
の
支
持
者
は
少
数
派
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
第
五
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
専
門
職
と
そ
の
後

の
運
命
」
で
は
、
大
恐
慌
の
影
饗
下
で
「
プ
ρ
レ

タ
リ
ア
化
」
あ
る
い
は
「
脱
専
門
職
化
」
に
直
面

し
た
専
門
職
組
織
が
ナ
チ
ズ
ム
と
如
何
に
関
わ
っ

た
か
が
検
討
さ
せ
る
。
結
果
的
に
は
、
専
門
職
組

織
は
あ
る
程
度
は
自
発
的
な
ナ
チ
ズ
ム
の
協
力
者

　
　
　
　
　
　
グ
ラ
イ
ヒ
シ
ヤ
ル
ト
ゥ
ン
ク

で
あ
っ
た
が
、
「
画
　
　
一
　
化
」
の
犠
牲
者
で
も

あ
っ
た
。
戦
後
は
、
一
九
三
三
年
以
前
の
状
態
に

復
帰
す
る
方
向
で
、
専
門
職
集
溺
と
国
家
機
関
の

高
度
な
協
力
が
顕
著
に
な
っ
た
、
と
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　
以
上
、
本
書
に
よ
っ
て
読
者
は
ド
イ
ツ
近
現
代

史
の
専
門
聖
像
を
概
観
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

だ
が
、
あ
え
て
個
人
的
な
蜀
望
を
言
え
ば
、
叙
述

の
バ
ラ
ン
ス
で
第
二
帝
政
期
が
質
量
と
も
に
突
出

し
て
い
る
の
は
、
著
者
マ
ク
レ
ラ
ソ
ド
の
こ
れ
ま

で
の
研
究
蓄
積
と
の
関
係
で
止
む
お
え
な
い
こ
と

で
は
あ
ろ
う
が
、
近
代
化
一
般
を
語
る
際
に
戦
時

動
員
体
制
下
の
社
会
構
造
の
変
化
が
重
要
な
意
味

を
持
つ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
第
［
次
、
第
二
次
大

戦
中
の
分
析
が
僅
か
し
か
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

そ
の
上
で
「
ナ
チ
ス
が
権
力
を
握
っ
て
い
た
十
二

年
間
の
全
過
程
を
観
察
し
て
み
れ
ば
、
専
門
職
と

そ
れ
ま
で
の
専
門
職
化
の
討
画
に
対
す
る
影
響
は
、

ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
否
定
的
で
破
壊
的
で
あ
っ

た
」
（
二
九
六
頁
）
と
む
し
ろ
陳
腐
な
結
論
を
引

き
出
す
の
は
若
干
結
論
を
急
い
だ
感
が
拭
え
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ナ
チ
下
で
初
め
て
「
専
門
職
」
と

認
定
さ
せ
た
ジ
ャ
…
ナ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
言
及

が
善
く
僅
か
し
か
な
い
こ
と
も
残
念
で
あ
る
。
一

九
三
三
年
「
ド
イ
ツ
記
者
齢
し
で
初
め
て
国
家
認

定
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
専
門
職
化
を
論
じ

れ
ば
、
ド
イ
ツ
型
プ
ロ
フ
ェ
ヅ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
よ
り
多
角
的
に
考
察
で
き
た
よ
う
に
思
え

る
。
ま
た
、
最
後
の
「
結
論
」
部
分
で
触
れ
ら
れ

て
い
る
興
味
深
い
視
点
一
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
高

等
教
育
は
国
家
の
補
助
金
が
多
か
っ
た
た
め
、
英

米
よ
り
も
安
上
が
り
で
「
開
放
的
」
で
あ
っ
た
（
三

〇
五
頁
）
…
が
、
本
論
の
分
析
に
十
分
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
惜
し
ま
れ
る
。

　
本
護
の
扱
っ
た
テ
…
マ
は
、
広
義
に
は
「
知
の

社
会
史
」
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
邦
訳
さ

せ
て
い
る
リ
ン
ガ
ー
『
読
書
人
の
没
落
』
な
ど
と

と
も
に
ド
イ
ツ
近
現
代
史
の
理
解
に
欠
か
せ
な
い

一
冊
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
育
史
、
大
学
史

は
も
と
よ
り
広
く
近
代
化
の
論
議
に
も
興
味
深
い

素
材
を
多
く
提
供
す
る
好
著
で
あ
る
。
こ
の
醗
訳

は
「
近
代
ド
イ
ツ
H
資
格
社
会
」
論
研
究
会
の
共
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同
研
究
の
一
環
で
あ
る
と
聞
く
が
、
こ
の
本
書
の

上
に
溝
築
さ
せ
る
新
し
い
ド
イ
ツ
社
会
史
像
に
期

待
し
た
い
。

　
（
A
5
判
　
三
二
七
頁
　
索
引
・
注
　
三
〇
頁

　
　
一
九
九
三
年
九
月
　
晃
洋
書
房
　
四
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
（
佐
藤
卓
己
　
同
志
社
大
学
文
学
部
専
任
講
懸
）

　
　
　
お
わ
び
と
訂
正

　
前
号
（
七
七
巻
二
号
）
の
堀
地
明
氏
の
論

説
「
清
代
前
期
食
糧
暴
動
の
行
動
原
理
」
に

図
版
の
入
れ
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び

と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
訂
正
箇
所

　
七
五
頁
の
グ
ラ
フ
の
折
線
グ
ラ
フ
と
、
七

四
頁
の
グ
ラ
フ
の
棒
グ
ラ
フ
と
を
入
れ
替
え

る
。

　
　
受
贈
図
書

　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
七
月
六
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
三
年
七
月
一
日
）

大
美
和
　
八
三
、
八
四

頃
H
ω
6
0
罰
囲
諺
ζ
国
図
H
O
》
客
艶
（
国
ピ
O
O
い
団
O
H
O

　
u
円
呂
切
×
H
o
O
）
麟
鼻
口
島
㍑

罵
一
q
D
撞
O
ユ
◎
。
O
げ
Φ
N
o
等
ω
o
げ
比
鴎
け
b
O
α
膳
I
b
Ω
G
Q
　
b
δ
q
q
－
↑
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
噸

　
ω
b
⊃
蜜
為

　
曽
古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
　
四
四
一
七
～
一
二
、

　
四
五
一
一
～
六

史
料
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
　
一
一
八
～

　
＝
一
三

白
山
史
学
（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
）
　
二
八
、

　
二
九

熊
本
研
究
文
献
目
録
　
入
文
旦
（
熊
本
県
企
画
開

　
発
部
　
文
献
開
発
部
）
　
二

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
文
学
部
史
学

　
科
）
　
四
五

斯
道
文
庫
論
集
（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）

　
二
六

東
方
学
会
報
（
策
方
学
会
）
　
六
二
、
六
三

東
海
地
域
文
化
研
究
（
東
海
地
域
文
化
研
究
所

　
愛
知
女
子
短
期
大
学
）
　
三

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
　
一
三
、

　
三
二
、
三
三

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
　
一
〇
八
…

　
一
～
六
、
一
〇
九
…
一
～
六

東
洋
史
砺
究
（
京
大
文
学
部
内
東
洋
史
研
究
会
）

　
五
一
－
一
～
四

福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）

　
二
四
i
一
、
三
、
四

〇
無
巴
。
σ
q
o
α
o
℃
魯
9
ρ
試
8
0
。
。
（
国
い

　
O
O
ピ
国
Ω
H
O
U
国
寓
国
区
同
○
○
）
這
8

国
家
学
会
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